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研究成果の概要（和文）：発達障害児・者の動作については、「不器用」や「ぎこちない」動きと表現され、発
達障害の診断を受けた児童・生徒の姿勢や体の動きが課題にあげられることが多い。そのため、本研究課題で
は、発達障害者の視覚‐運動協応に着目し、「発達障害児・者が動作や立体を認知するための視線行動の特性」
について明らかにすることを目的として行った。健常者では、動作時に指標を認識してから、手が指標に到達す
るまで視線はボールの位置に留まっているという反応が共通してみられた。しかし、発達障害者では個々に異な
る視線行動がみられることがわかった。今後さらに、発達障害児の視覚-運動協応のメカニズムについて解明し
ていくことが期待される。

研究成果の概要（英文）：The movements of children and persons with developmental disabilities are 
often described as "clumsy" or "awkward" movements, and the posture and body movements of children 
and students diagnosed with developmental disabilities are often raised as issues. Therefore, this 
research project focused on the visual-motor coordination of developmentally disabled individuals, 
and aimed to clarify the "characteristics of gaze behavior of children and persons with 
developmental disabilities to recognize movement and three-dimensional objects. In healthy subjects,
 a common response was observed: after recognizing an index during a movement, the gaze remained at 
the ball position until the hand reached the index. However, it was found that individuals with 
developmental disabilities showed different individual gaze behaviors. Further studies are expected 
to elucidate the mechanism of visual-motor coordination in children with developmental disabilities.

研究分野：リハビリテーション科学

キーワード： 発達障害　視覚運動協応　特別支援教員
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　発達障害児・者の動作については、「不器用」や「ぎこちない」動きと表現され、体育などでの教育現場やス
ポーツ場面において、発達障害の診断を受けた児童・生徒の姿勢や体の動きが課題にあげられることが多い。そ
のため、本研究結果は、発達障害児・者の身体運動の課題解決のみならず、学校教育の場やスポーツ指導の場な
ど指導に悩んでいる指導者に対して、本研究結果は応用可能であり、意義深いものであると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

発達障害の児童・生徒は、動作時に「ぎこちない」、「不器用」とも表現されやすく、教育

現場においても発達障害の診断を受けた児童・生徒の姿勢や体の動きが課題にあげられる

ことが多い。こうした児童・生徒の多くは動作の模倣や立体認知が難しい例も散見され、海

外の研究において、静的条件下での実験において発達障害者が特有の眼球運動を示すこと

も明らかになっている。 

しかし、動的に発達障害者が動作や立体などを捉える際の視線行動の特性についてはこ

れまで明らかにされていない。その背景として、発達障害児では、触覚過敏もあり動作分析

のために必要なマーカーの貼付、視線行動分析に必要なアイトラッカー等の装着が困難で

あることが多い。また、実験室の場など日常と異なる環境に立ち入ることが心理的や異なる

動作を示すために難しいことから、これまでに客観的な動作解析の方法や運動支援方法に

ついては、確立されていない。 

 

２．研究の目的 

 

 近年では発達障害の診断のための検査法も確立されつつあるが、発達障害児・者の多くが

課題に抱える動作の評価方法は未だ確立されていない。このため、発達障害児・者が動作を

表出するための筋や骨などの身体の機能的な問題だけでなく、動作や立体を認知するため

の視覚情報の入力段階に問題を抱えることについても科学的な証明が必要であると考えた。 

そこで、本研究課題では、発達障害児・者が、動作や立体を認知するための視線行動の特

性について、検討をすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 

本研究は、発達障害児・者が動作や立体を認知するための視線行動の特性について明らか

にするために、条件 1:静的な課題（静的条件下）と条件 2: 動的な課題「運動（ラジオ体操）

場面」（動的条件下）における視線行動の分析と 2 つの条件での研究を遂行した。それぞれ

の研究の対象者は、発達障害者（以下、発達障害者群）と障害のない者（以下、健常者群）

の 2 群とした。 

 

条件 1：静的条件下での課題 

対象者（発達障害者群および健常者群）は、非接触型の眼球運動措置が設置されたモニタ

ー前に座り、眼球運動課題を実施し、その際の眼球運動について計測を行った。眼球運動課

題は、開発をした Physical Training system （以下、PT システム）内のゲームとした。こ

の PT システムは、Xbox One Kinect センサ（Kinect v2 RGB）を用いて、赤外線深度カメ

ラを利用して影像された人物領域を検出した上で、関節を含む身体の各骨格部位を推定し、

それらの三次元座標を得て、関節角度の抽出、COG、加速度を求めることができる。本研

究の測定方法は PT システムの内、カメラでキャプチャされた児童のビデオ画像とボールを

ランダムに割り当てたグラフィックターゲットを画面に重ねて表示し、画面上に表示され

たボールに児童が触れると、音とともに消えてポイントとなるゲームを実施した。この際の

視線行動について、tobii 社製品 PC Eye Mini と視線分析ソフトの視線ビューワを用い視

線の動きを可視化し、発達障害群と障害のない群で比較検討を行った。 



条件 2：動的条件下での課題 

対象者は条件１と同様に、非接触型の眼球運動計測装置を装着されたモニター前に座り、

モニター上に映し出された 1 名が写ったラジオ体操を視聴することを課題とした。課題に

使用した動画は、You Tube にてラジオ体操チャンネル【かんぽ生命公式】が提供を行って

いる「ラジオ体操第一・実演」（かんぽ生命）の動画を視聴した。対象者には、「これから映

し出されるラジオ体操を視聴し、自身も同じ動きができるように動きを確認してください」

と指示し、ラジオ体操視聴時の眼球運動について計測を行った。条件１と同様に、この際の

視線行動については、tobii 社製品 PC Eye Mini と視線分析ソフトの視線ビューワを用い

視線の動きを可視化し、発達障害者群と健常者群で比較検討を行った。 

 
４．研究成果 

 

条件 1：静的条件下での課題 

静的条件下では、画面上に表示されたボールに児童が触れると、音とともに消えてポイン

トとなるゲームを実施し、この際の視線行動について発達障害者群と健常者群との比較検

討を行った。 

健常者群では、PT システムでのゲームスタート時には、視線は中央に留まっている。ゲ

ームが始まり、順番に左からターゲットボールを消すように指示を行うと、ゲイズプロット

（注視の長さと順番）は変化し、ターゲットボールの周囲が視線分析ソフト上のヒートマッ

プにおいても注視を示すオレンジや赤色となり、視線はターゲットボールに留まっている

ことがわかる（図 1）。また、その視線は、手がターゲットボールに触れ接触判定されるま

で留まることが分かった。今回は、順にターゲットボールを消すように指示を行ったため、

的となるボールに視線が順次移動をしていき、どのボールの位置においても同様の現象を

捉えることができた。しかし、発達障害者では、健常者群のように一定のパターンは示さず

に、個々に異なる視線行動の特性を示した。 

 

図１.静的条件下における健常者群と発達障害者群の視線行動（参考:各々１例） 

 

条件 2：動的条件下での課題 

ラジオ体操の視聴においても、健常者群は運動方向と視線行動の順番は一致するのに対

し、発達障害者群の運動方向と視線行動は関係性がみられなかった。また、発達障害者群で

は、視線行動は分散し広範囲となり安定していない。こうした現象は、発達障害者が実際の

動きでも困難さを抱える回旋運動や運動の切り替え時に顕著となる特性を示していた（図

2）。 

 



 

図 2. 健常者と発達障害者のラジオ体操視聴時の視線行動の比較（参考:各々１例） 

（課題として視聴した動画: ラジオ体操第一・実演（提供：かんぽ生命）. (2015, Aug 20). ラジオ体操チャ

ンネル【かんぽ生命公式】. YouTube. https://youtu.be/_YZZfaMGEOU.） 

 

本研究結果から、健常群では視覚的に対象物を捉え動作が起こっており、対象物に対し視

線行動の動きの範囲の振幅は少なく注視ポイントは定まっていた。このパターンは健常群

の対象者間においても、順序性や振幅の範囲に大きな差はなかった。これは、人が動作を行

う際には視覚と運動は協応関係にあり、物体を触る際に視覚的に物体を捉え動作が行われ

るとされ、健常群では今回の研究においては同様のことが検証されたと考えられる。 

しかし、本研究結果から、発達障害者群では対象物の捉え方、視覚と動作のパターンおよ

び視線行動の範囲など、個々で異なる視線行動がみられた。このように、発達障害者では身

体自体にははっきりとした運動の障害は認められないのに、動作がスムーズに遂行できな

い背景として、視覚-運動協応のパターンが健常群とは異なる特性を持っていることが示唆

できる。今後、さらに発達障害者で個々に生じる特有なパターンについての解析を深め、発

達障害者の視覚‐運動協応の特異性について検証していく必要があると考えた。 
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